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［40分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
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は

ってください。
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筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
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督
とく

の先生に申し出てください。
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第 ２ 回
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　2025 × 
2
11
 − 2961 ÷ 11　を計算しなさい。

（ 2）　
3
8
 ÷  3

2
3
 ÷ 
5
3
 − 0.2   ÷ 1

2
7
　を計算しなさい。

（ 3）　23 時間 52 分 40 秒 ＋ 
105
108
 日− 1

11
12
 日 ＝ □ 分 □ 秒

 
のとき、□にあてはまる数をそれぞれ答えなさい。
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2 	 次の各問いに答えなさい。

（ １）　ある整数を、四捨五入をして千の位までのがい数にしたら 5000 になりました。
	 次の□にあてはまる整数をそれぞれ答えなさい。

	 　この整数の範囲は □ 以上 □ 以下である。

（ 2）　A，B，C の 3 つの数があります。A は B の 40 ％で、C は A の 2 倍です。B は C の
何倍ですか。

（ 3）　ある八百屋さんで 5種類の野菜が売られています。この ５種類の野菜から 3種類を選
び、それぞれ 1つずつ買うと、その合計金額は 300 円、330 円、400 円、430 円、470 円、
500 円、530 円、570 円、600 円、670 円の 10 通りあります。このとき、5種類の野菜を
1つずつ買うとその合計金額は何円ですか。
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3 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　2025 の約数のうち、15 の倍数であるものを全部たすといくつになりますか。

（ 2）　生徒数が 640 人の学校の生徒会で、 4人の委員を決める選挙に A，B，C，D，E，F，
G，H の 8 人が立候補しました。開票数が 550 票になったところで中間集計を行うと、上
位 5人の得票数は A が 130 票、B が 105 票、C が 85 票、D が 75 票、E が 50 票でした。

	 無効票はなく、640 人全員が投票したものとして、次の問いに答えなさい。

　　①　中間集計の時点で当選確実となった候補者は何人いますか。

　　②�　開票数が 600 票になったところで、再び中間集計を行うと、A が 140 票、B が 110 票、
E が 60 票、F が 40 票、G が 30 票でした。この時点で得票数が何票以上であれば、C は
当選確実となりますか。

（ ３）　図の中の の角はすべて同じ大きさであるとき、角 x の大きさを求めなさい。

A

I

J G

F
40°

C
D

Hx
B E
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4 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　図のように直線 l 上に正方形があります。点 P はこの正方形の 1辺の真ん中の点です。
この正方形を図の位置からすべることなく点 P が再び l 上に戻るまで転がすとき、
点 P が動いた線として最も適するものを次の（ア）〜（オ）の中から 1つ選び、記号で答え
なさい。

（ア）

P
l

l

l

l

（イ）

（ウ）
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（エ）

（オ）

l

l
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（ 2）　立方体を図のような 3点 A，B，C を通る平面で切断したとき、D を含
ふく

む立体と E を含
む立体に分けられます。立方体の展開図のうち、E を含む立体にあたる部分に色をつけ
たものとして正しいものを、次の（ア）〜（カ）の中から 1つ選び、記号で答えなさい。

AD

B

E

C

（ア） （イ）

（ウ） （エ）
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（オ） （カ）
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5　�　学校から経
きょうどう

堂駅に向かう途中の商
しょうてんがい

店街に、5つの店  東   農   大   一   中  
がとなり合わせで並んでいます。この 5つの店の並び方が以下の条件のとき、次の各問い
に答えなさい。

　＜条件＞
　　①　学校から見て、 農  は  東  より、経堂駅に近い。
　　②　学校から見て、 中  の方が  一  より遠い。
　　③　経堂駅から見て、 大  の学校よりの隣は  東  である。

学校 経堂駅
商店街

経堂

（ 1 ）　 5つの店を並べたとき、店  中  の位置として考えられる場所を解
かいとうらん

答欄の□に○印
で記入しなさい。

学校　 　経堂駅

（ 2）　 ５つの店を並べたとき、真ん中に店  農  がくるのは上の〈条件〉にさらに「学校から
見て、□の方が□より遠い。」を加えたときです。

　　　□にあてはまる店を  東   農   大   一   中  から １つずつ選び、解
かい

答
とう

欄
らん

の□にそれぞれ記入しなさい。
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6　�　サウナが好きな 15 人に、この 10 日間でサウナ A とサウナ B に行った回数を調査した
ところ、次のヒストグラムのようになりました。このとき、次の問いに答えなさい。

（ 1）　サウナ A に行った平均回数を、小数第 2位を四捨五入して求めなさい。

（ 2）　サウナ B に行った回数の中央値を求めなさい。
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（ 3）　サウナ A とサウナ B の分布の特
とくちょう

徴について、正しいものには○、正しくないものには
×を解答欄にそれぞれ記入しなさい。

　　①　平均回数はサウナ A の方がサウナ B よりも少ない。
　　②　サウナ A、サウナ B において、行った回数が ５回の人の割合はともに 25 ％ より少ない。
　　③　サウナ A の方がサウナ B より回数のちらばりが大きい。
　　④　最ひん値は、サウナ A は 4 回と 7回、サウナ B は 3 回である。
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7 	 　ある公園には、坂道をふくむ 1周 3.9 km の道があり、左回りに進むルートになっていま
す。この道の A 地点から出発すると、最初は 800 m の平らな道、続いて上り坂の道、続い
て 1500 m の平らな道、続いて下り坂の道、そして最後に 600 m の平らな道になっていま
す。K 君と S 君は電動キックボードを借りて A 地点を出発し、この道を 1周しました。 
 K 君の電動キックボ ードは、平らな道では時速 15 km で走りますが、上り坂では 

4
5
 倍の 

 速さに、下り坂では 
4
3
 倍の速さになります。また、S 君の電動キックボードは、常に時速 

 9 kmで走り、このルートの上り坂を上り切るのに 1分 20 秒かかり、下り坂を下り切るの
に 5分 20 秒かかりました。K 君は下り坂にさしかかったところでキックボードの充電を
するため道

みち

ばたに停止していたら、S 君に追い越
こ

されてしまいました。その後、充電を 
終えた K 君は再び走り出すと、A 地点に S 君と同時に到着しました。次の問いに答えなさい。

　　（ 1）　上り坂と下り坂は何 m か、それぞれ求めなさい。

　　（ 2）　S 君が K 君を追い越したのは、走り始めてから何分何秒後か求めなさい。

　　（ 3）　K 君が充電していた時間は何分間か求めなさい。

　　（ 4）�　K 君と S 君が出発してからの時間と A 地点からの道のりの様子を解
かいとうらん

答欄のグラフ
にかき込みなさい。

4000
道のり（m）

3000

2000

1000

A
0 5 10 15 20 25 30 時間（分）
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［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
５．‌�問題は 1ページ〜 19 ページの合計 19 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

令和 ７年度　入学試験（ 2月 1日午後実施）

理　科
［40分］

第 ２ 回
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1 　生物の数や密度について、後の問いに答えなさい。

	 　農太くんは、ある地域に生息するチョウについて調査に出かけました。

問 １　チョウが花にとまっている様子を観察すると、写真 １のように管を花の中に入れてい
ました。この管について、正しい文章を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

写真 １

管

ア．この管は触
しょっかく

角で、花の奥にある花粉を食べる。管を花に入れるときも入れないとき
も、管はのばしたままである。

イ．この管は前あしで、花の奥にある蜜
みつ

を吸う。管を花に入れるときは管をのばし、入
れないときは管を巻いている。

ウ．この管は口で、花の奥にある花粉を食べる。管を花に入れるときは管をのばし、入
れないときは管を巻いている。

エ．この管は口で、花の奥にある蜜を吸う。管を花に入れるときは管をのばし、入れな
いときは管を巻いている。

問 ２　チョウについて、正しい文を次のア～カからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．一生をとおして、餌
えさ

を食べ続ける。
イ．あしは ６本で胸についていて、はねは腹と胸に ２枚ずつある。 
ウ．幼虫と成虫の餌は同じである。
エ．気門から空気を取り入れ、呼吸を行う。
オ．オスのはねには鱗

りん

粉
ぷん

があるが、メスのはねには鱗粉がない。
カ．幼虫は脱

だっぴ

皮を行うが、成虫になってからは脱皮を行わない。
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	 　農太くんは、この地域に生息するチョウの数を調べることにしました。すべてのチョウを
つかまえることは難しいので、次のような方法と考え方で調べることにしました。

	【手順 １】
	 　チョウを１０匹

ぴき

つかまえて、つかまえたチョウのはねにマークをつけて放しました。
	【手順 ２】
	 　しばらくたってから、もう一度チョウをつかまえて、その中に何匹マークがついたチョウ
がいるかを数えました。すると、１２匹中 ４匹にマークがついていました。

	 　この結果から、全体のチョウの数は次のように推定することができます。

割合が等しいと考える

地域全体の個体数の推定値＝
③

×① ②

手順２でつかまえた個体

手順２でつかまえた、マークがついた個体

マークがついた個体

地域全体の個体

問 ３　①～③にあてはまるものを次のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。また、こ
の結果から予想される全個体数の推定値を答えなさい。

ア．手順 ２でつかまえた、マークがついた個体数
イ．手順 ２でつかまえた個体数
ウ．手順 １でつかまえることができなかった個体数
エ．マークがついた個体数
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問 ４　この方法で調査する場合に気をつけることとして正しくないものを、次のア～エから
選び、記号で答えなさい。

ア．はねにマークをつけるときに、チョウのはねがいたまないようにする。
イ．はねにつけたマークは消えないようにする。
ウ．手順 １と手順 ２を異なる季節に行う。
エ．手順 １と手順 ２を同じ時間帯に行う。

問 ５　この方法で数を調査するのに、適さない生物を次のア～エから選び、記号で答えなさ
い。また、その理由を答えなさい。

ア．トンボ　　　イ．フナ　　　ウ．フジツボ　　　エ．ドジョウ

問 6　生物が 1 m2あたりに生息している個体数を、個体群密度といいます。農太くんは、他
の地域でも同様の調査を行いました。結果は表 1のとおりです。これらの地域Ａ〜Ｄを、
チョウの個体群密度が高い順に答えなさい。ただし、手順 1では必ず10匹つかまえるも
のとします。

表 1

地域 手順 2でつかまえた個体数 手順 2でつかまえた
マークがついた個体数 地域の面積〔m2〕

A 18 9   90
B 20 5 160
C 12 2 360
D 18 6   70
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	 　個体群密度が変わると、体の形態や行動に変化がおきる昆
こん

虫
ちゅう

がいます。ある種類のバッタ
は数世代にわたって高い密度で生息すると、図 1の群生相のような体になり、低い密度で生
息すると、孤独相のような体になります。

図 １

群生相

孤独相

問 7
（ 1）　次の文章中の、空

くうらん

欄①〜⑤にあてはまる語句をそれぞれ選び、記号で答えなさい。

	 　群生相のバッタは、通常の形態のバッタに比べると長い時間飛
ひ

翔
しょう

することができ、
はねの長さが体に比べて①（ア．長い　イ．短い）。飛び跳

は

ねる際に使う後ろあしは、
②（ウ．長い　エ．短い）。また、長時間飛翔するときに、エネルギー源となるのは脂肪
であるため、体脂肪率は孤独相に比べて③（オ．多い　カ．少ない）。

	 　バッタが高い密度で生息していると餌が④（キ．多くなる　ク．少なくなる）ため環境
が悪化する。群生相の形態は、環境が悪化した生息地を離れ、新しい生息地を求めて集
団で移動するのに⑤（ケ．適している　コ．適していない）。
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（ 2）　群生相が孤独相になったり、孤独相が群生相になったりすることが繰り返される
地域として正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア．時々干ばつが起き、餌となる草の生育環境が変動しない地域
　イ．時々干ばつが起き、餌となる草の生育環境が大きく変動する地域
　ウ．降水量が安定し、餌となる草の生育環境が変動せず、常に天敵が多い地域
　エ．降水量が安定し、餌となる草が生育できない地域



─ 6 ─

２ 　農大一中には毎年、芸能鑑
かん

賞
しょう

という行事があります。農太くんは、そのときに鑑賞した
「空中ブランコ」に興味をもちました。そこで、その原理について、以下のようにブランコの
代わりに振

ふ

り子を使った実験をしました。ただし、以下の実験においておもりの大きさは考
えないものとします。

	 実験 1
　　図 1のように、小さなおもりを軽くて伸びない糸につないで振り子をつくりました。そし
て、おもりの重さ、引き上げた角度、ふりこの長さをそれぞれ変えて10往復にかかる時間を
調べました。結果は表のとおりです。

引
き
上
げ
た

角
度

図 １

A B C D E F
おもりの重さ〔g〕 200 200 200 300 300 400
引き上げた角度〔°〕 10 20 30 10 20 30
ふりこの長さ〔cm〕 60 120 30 60 90 120
10往復にかかる時間〔秒〕 15.5 22.0 11.0 15.5 19.0 22.0

問 １　表より、①おもりの重さ、②引き上げた角度、③ふりこの長さと10往復にかかる時間と
の関係について表したグラフとして最も適当なものを次のア～オからそれぞれ選び、記
号で答えなさい。ただし、縦

たて

軸
じく

に10往復にかかる時間をとることとします。

ア イ ウ エ オ
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	 実験 2
	 　図 2のように200gの小さなおもりと、長さ30cmの 2つの振り子をそれぞれ30°引き上げた
状態で、同時に手を放しました。すると、 2つの振り子はちょうど最下点で衝

しょう

突
とつ

しました。
そこで、図 3のように、 2つの振り子の支点の高さを一定にしたまま、 2つの支点の距

きょ

離
り

を
少しずつ遠ざけていきました。すると、ある距離まで離したときに、 2つの振り子は衝突し
なくなりました（図 4）。

図 ２

２つの振り子の支点の距離

図 3

２つの振り子の支点の距離

図 4

問 ２　図 4のとき、2つの振り子の支点の距離は少なくとも何cmより大きくなければならな
いですか。

	 　さらに、片方の振り子のおもりの重さを400gに変えて、同様の実験をしました。

問 ３　 2つの振り子が衝突しなくなるためには、2つの振り子の支点の距離は何cmより大き
くなければならないですか。
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	 実験 3
	 　200gの小さなおもりをつけた長さ30cmの振り子Ａと、200gの小さなおもりをつけた長さ
120cmの振り子Ｂをそれぞれ用意しました。

問 4　振り子ＡとＢをそれぞれ同じ角度で引き上げた状態から、同時に手を放して、 2つの
振り子を衝突させます。そのためには振り子Ａを図のように設置した状態で、振り子Ｂ
および振り子Ｂの支点の位置をどのように設置しなければならないですか。
　振り子Ｂのおもりの中心と支点を結んだ線を解答欄にかきなさい。ただし、解答欄の
振り子Ａのおもりは省略され、長さを30cmとします。

振り子Aの支点

30cm
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	 実験 4
	 　次に、農太くんは振り子Ａに軽い小型カメラを取りつけて、振り子Ａと同じ長さの振り子
Ｃの動きを調べることにしました（図 ５）。

小型カメラ

振り子A 振り子C

図 5

問 ５　振り子ＡとＣを30°引き上げて静止させた状態から、振り子Ｃのみ手を放したとき、振
り子Ａの小型カメラの位置から見た振り子Ｃの高さはどのように変化して見えますか。
振り子Ｃの高さと時間の関係について表したグラフとして最も適当なものを次のア～オ
から選び、記号で答えなさい。ただし、縦軸に高さ、横軸に時間をとることとします。

ア ウ エ オイ

問 ６　振り子Ａと振り子Ｃをそれぞれ同じ角度で引き上げた状態から、同時に手を放すと、振
り子Ａの小型カメラの位置からは振り子Ｃの高さはどのように変化して見えますか。振
り子Ｃの高さと時間の関係について表したグラフとして最も適当なものを次のア～オか
ら選び、記号で答えなさい。ただし、縦軸に高さ、横軸に時間をとることとします。

ア イ ウ エ オ
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	 　最後に、農太くんは次のように振り子と空中ブランコに関する考察をしました。

Aさん

Bさん

［考察Ｉ］
　　サーカスの空中ブランコでは（　①　）と（　②　）を調整することによって、二人の周期
を合わせることができる。

　　もし、ＡさんよりもＢさんの周期のほうが早い場合は、Ａさんは下図の（　Ｘ　）のよう
に乗る体勢を変えてみると、より短い時間で周期を合わせることができる。

b ca

［考察Ⅱ］
　　空中ブランコで移動するときは、ブランコの高さが（　③　）で受け渡しをしたほうがよ
い。その理由としては、振り子が（　③　）にある時に、（　④　）からである。

問 ７　文章中の空欄①～④にあてはまる語句を次のア〜クから選び、記号で答えなさい。ま
た、（　Ｘ　）にはａ～ｃから、適当なものを選び、記号で答えなさい。

ア．ＡさんとＢさんの体重の組み合わせ　　イ．ＡさんとＢさんの身長の組み合わせ
ウ．ブランコの重さ　　エ．ブランコのひもの長さ　　オ．最も高いところ
カ．最も低いところ　　キ．速さが 0になる　　　　　ク．速さが最大になる
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問題は次のページに続きます
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３ 　2024年 8 月15日深夜 2時頃
ごろ

に東京（東経135度、北緯36度）の東の空で木星と火星が接近する
様子が見られました（図 1）。後の各問いに答えなさい。

図 1（引用：国立天文台）

ペテル
ギウス

リゲル

問 １　火星と木星は地球よりも太陽から遠い軌
き

道
どう

を公転しています。そのようなわく星は火
星と木星以外に何個ありますか。

問 ２　火星と木星の特
とく

徴
ちょう

としてあてはまるものを次のア～オからそれぞれ選び、記号で答え
なさい。

ア．表面が酸化鉄を多く含
ふく

む岩石でおおわれているため、赤く見える。
イ．大気の主成分は二酸化炭素であり、わく星全体は濃

のう

硫
りゅう

酸
さん

の雲でおおわれている。
ウ．主に氷のつぶからなるリングをもっている。
エ．太陽系のわく星の中で最も大きく、大気の表面にはしま模様があり、大

だい

赤
せき

斑
はん

がみら
れる。

オ．大気がほとんどないため、昼と夜の温度差が非常に大きい。表面は多数のクレー
ターでおおわれている。
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問 ３　 8月15日の地球は下図の区間①～⑧のどの区間にありますか。当てはまるものを①～
⑧から選び、番号で答えなさい。ただし、①～⑧の区間は等間かくとし、 4つの地球は
それぞれ春分、夏至、秋分、冬至の日のいずれかの地球の位置を表しています。

太陽

⑧
⑦

⑤
⑥

②
①

③
④

北極

問 ４　 8月15日 2 時に北の空を見ると、北極星に近いところに見える星Ａは下図のカのとこ
ろに見えました。下図のア～シは、星Ａの位置を30度おきに示したものです。

X北

北極星

ア
イ

ウ

エ

オ

カ
キ

ク

ケ

コ

サ

シ

（ 1）　北極星が見える高度を答えなさい。

（ 2）　図のＸに入る方位を次の①～③から選び、番号で答えなさい。

　①　南　　　②　東　　　③　西

（ 3）　星Ａは 8月14日20時頃、図のア～シのどの位置に見えますか。記号で答えなさい。
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問 ５　図 1（ ８月15日 ２ 時頃）のように火星と木星が見えたとき、北極側から太陽系を見ると、
どの位置に火星と木星がありましたか。考えられる位置を次の①～⑥から選び、番号で
答えなさい。ただし、太陽、地球、火星、木星の大きさやわく星間の距離の縮尺や公転
軌道は実際のものとは異なります。

太陽

地球

火星
火星

木星

木星

①
②

④
木星

火星

火星

木星
⑥

木星
火星

③ 木星

火星

⑤

問 ６　この日より約 2週間後の同じ時刻に、火星と木星に加えて月も同じ方角にあり同時に
観察することができました。 8月15日 2 時ごろ月は地球に対してどの位置にあったと考
えられますか。下図の①～⑥から選び、番号で答えなさい。ただし、下図は北極側から
見た図とします。

地球 太陽月

①④
②

③

⑤

⑥
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問 ７　図 1（ ８月15日 ２ 時）の東の地平線あたりにベテルギウスとリゲルという星があります。

（ 1）　この星を含
ふく

んでいる星座の名まえをカタカナで答えなさい。

（ 2）　ベテルギウスとリゲルのうち、表面の温度が低いとされている星を答えなさい。

（ 3）　 4か月後の12月15日 0 時に南の空を観察したとすると、この星を含んだ星座はど
こに見えていたと考えられますか。下図のア～キから選び、記号で答えなさい。

東 南 西
ア キ

イ カ

ウ
エ

オ

地平線
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4 　18世紀の後半にイギリスでは、実用化された蒸気機関を使うことにより織物などを大量生
産できるようになり、ものづくりを手工業で行っていた時代から大きな転換がありました。そ
の後、その動きは世界中に広がり、人間が石炭や石油を多く使うようになると、大気中の温
室効果ガスが増え、地球温暖化につながったと言われています。
	 　現在、日本では2050年までに温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

を全体としてゼロにすることを目指し、
様々な取り組みを立案し実行しています。そして2030年度における電源構成（発電方法の組
み合わせ）のあり方が、経済産業省から2021年に『第 6次エネルギー基本計画』で提示されま
した（図 1）。

2019年度実績 2030年度見通し

原子力

再生エネルギー

液化天然ガス

石炭

石油

20～22％

36～38％

1％
20％

19％
2％

6％

18％

37％

32％

7％

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

図1　第 6次エネルギー基本計画で提示された電源構成

問 １　18世紀の後半に、イギリスではじまった技術革新を何といいますか。漢字で答えなさい。

問 ２　下線部の取り組みを何といいますか。カタカナで答えなさい。

問 ３　18世紀の後半に、蒸気機関を実用化したとされている人物を次のア～エから選び、記
号で答えなさい。

ア．ジェームズ・ワット　　　　イ．アルベルト・アインシュタイン
ウ．マイケル・ファラデー　　　エ．トーマス・エジソン
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	 　発電方法の一つである火力発電は、燃料を燃やして水を加熱し、発生した水蒸気の力でター
ビン（羽根車）を回転させて発電しています。次の関係を用いて後の各問いに答えなさい。

	 ・水 1 gの温度を 1℃あげるのに必要な熱量を 1 c
カロリー

alとします。
	 ・100℃の水 1 gを100℃の水蒸気 1 gにするために必要な熱量を540calとします。
	 ・水蒸気 1 gの温度を 1℃あげるのに必要な熱量を0.5calとします。
	 ・メタン（液化天然ガス）16gを完全に燃焼すると213k

キロカロリー

calの熱量を放出します。
	 ・1000calは 1 kcalです。

問 ４　次の各問いに答えなさい。ただし、答えは小数第 1位を四捨五入して整数で答えなさい。

（ 1）　20℃の水の密度を1.0g/cm3、120℃の水蒸気の密度を0.55kg/m3とすると、20℃の
水が120℃の水蒸気になったとき体積は何倍になりますか。

（ 2）　メタン320gを完全に燃焼したときに放出される熱量を全て使って、ある重さの
20℃の水をすべて120℃の水蒸気にしました。このときの水の重さは何kgですか。

（ 3）　 4人家族が 1日に消費する電力量を熱量に変
へん

換
かん

すると11250kcalとなります。
	 この熱量を得るために何gのメタンを燃焼させる必要がありますか。ただし、メタ
ンを燃焼したときに発生する熱量の45％しか、電力量に変換できないものとします。
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問 ５　再生可能エネルギーについて、次の各問いに答えなさい。

（ 1）　再生可能エネルギーには太陽光や風力以外にどのようなエネルギーがありますか。

（ 2）　再生可能エネルギーの現在における長所と短所をそれぞれ記しなさい。

問 ６　図 1の水素、アンモニアについて次の各問いに答えなさい。

（ 1）　それぞれの気体の実験室での作り方と捕集方法を下に記しました。①～④にあて
はまる語句をそれぞれ答えなさい。

　　水素：�アルミニウムにうすい（　①　）の溶液を加えると水素が発生するので、
（　②　）置換法によって集める。

　　アンモニア：�塩化アンモニウムと固体の（　③　）を試験管に入れて加熱するとアン
モニアが発生するので、（　④　）置換法によって集める。
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（ 2）　水素は燃料として使用され、その製造、処理方法によりさまざまな名まえが付け
られています。たとえば、再生可能エネルギーなどを利用して、その製造過程で二
酸化炭素を排出せずにつくられた水素はグリーン水素といわれています。次の①、②
にあてはまる名まえを後のア～オからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

　　①　製造過程で二酸化炭素を排出してつくられた水素。

　　②　�製造過程で排出された二酸化炭素を回収して貯蔵することで、二酸化炭素の排
出量を削

さく

減
げん

しながらつくられた水素。

　　　ア．レッド水素　　　　イ．グレー水素　　　　　ウ．ホワイト水素
　　　エ．ブルー水素　　　　オ．イエロー水素

（ 3）　アンモニアは燃料として使用すると、窒素と水を生じる気体で温室効果ガスの排
出を少なくすることができるため、注目されている燃料の一つです。現在、液化天
然ガス（メタン）とアンモニアを混ぜて燃やすことで燃料として使用されています。
アンモニア17gを燃やすと92kcalの熱量を放出することが知られています。

	 　いま、メタンとアンモニアを混ぜて燃やすことで、得られる熱量を変えることな
く二酸化炭素の排出量をメタンだけを燃やしたときの半分にしたいと考えた場合、
どのくらいの重さの比でメタンとアンモニアを混ぜればよいでしょうか。解

かい

答
とう

欄
らん

に
適する数字を小数第 ２位を四捨五入して小数第 １位まで答えなさい。
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6 ＞　　　　＞　　　　＞

問
7
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２
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4
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5
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③ ④

X
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1
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振り子Aの支点

30cm
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2
火星 木星 問

3

問
5

問
6

問
4
（1）

度

（2） （3）
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（1）

座
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１．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は 1ページ〜16ページの合計16ページあります。
　　ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手を挙
あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。
6．解答の際、句読点、括

かっこ

弧などの記号は字数に含
ふく

むものとします。

東京農業大学第一高等学校中等部

令和 7年度　入学試験（ 2月 1日午後実施）

第 2回
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

核
家
族
化
が
進
み
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
た
社
会
。

②　

警
察
は
ビ
ル
の
不
法
占
拠
者
を
退
去
さ
せ
た
。

③　

私
た
ち
は
夕
暮
れ
の
浜
辺
を
素
足
で
歩
い
た
。

④　

史
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
。

⑤　

君
は
フ
ク
ツ
の
精
神
で
危
機
を
切
り
抜
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

⑥　

古
く
な
っ
た
シ
ョ
ウ
ジ
に
穴
を
あ
け
て
し
ま
っ
た
。

⑦　

戦
後
、
見
事
に
フ
ッ
コ
ウ
を
と
げ
た
日
本
。

⑧　

ふ
い
に
ハ
イ
ゴ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
お
ど
ろ
い
た
。

ニ	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。

　

利
他
と
い
う
語
は
、
あ
ま
り
聞
き
馴
染
み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
利
他
の
対
と
な
る
概

念
の
「
利
己
」
あ
る
い
は
「
利
己
的
」
な
ら
、
日
常
で
も
使
用
す
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。「
あ
の
人
は
利
己
的

だ
」
と
聞
け
ば
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
他
者
の
気
持
ち
や
利
益
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
自
分
に
と
っ
て

の
損
得
や
利
害
を
中
心
に
し
て
勘か

ん

案あ
ん

す
る
人
な
の
だ
な
、
と
思
え
る
で
し
ょ
う
。
利
己
的
と
は
、
端
的
に
言
え

ば
、
ズ
ル
賢
い
人
、
と
も
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、「
利
己
的
」と
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
自
分
の
こ
と

だ
け
考
え
、
自
己
利
益
を
優
先
さ
せ
る
振
る
舞
い
に
対
す
る
形
容
詞
だ
と
言
え
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、「
利
他
」あ
る
い
は「
利
他
的
」と
い
う
概
念
は
、
こ
れ
を
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
※
１

一

次
近
似
と
し
て
の
意
味
が
取
り
出
せ
そ
う
に
思
え
ま
す
。

　

利
他
と
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、

Ａ

、
と
。

　

あ
る
い
は
、
そ
こ
に
「
自
分
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
」
と
い
う
条
件
を
付
け
加
え
た
方
が
適
切
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
自
己
利
益
の
追
求
を
わ
ざ
わ
ざ
放
棄
し
て
ま
で
、
他
者
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
。
こ

れ
が
利
他
で
あ
る
、
と
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
進
化
生
物
学
で
は
「
適
応
度
」
と
い
う
指
標
が
あ
り
ま
す
。
適
応
度
と
は
、
※
２

自
然
選

択
に
対
す
る
個
体
の
有
利
さ
の
度
合
い
を
示
す
指
標
で
、
自
身
の
遺
伝
子
を
次
世
代
に
ど
れ
く
ら
い
残
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
進
化
論
の
文
脈
で
言
え
ば
、
利
他
的
行
動
は
次
の
よ
う

に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
他
と
は
「
自
ら
の
適
応
度
を
下
げ
て
ま
で
他
の
個
体
の
適
応
度
を
上
げ
る
行
動
」
で
あ
る
、
と
。「
生
き
延

び
る
こ
と
」
と
「
自
ら
を
増
や
す
こ
と
」。
こ
の
二
つ
の
要
素
の

Ｂ

が
適
応
度
で
あ
り
、
自
身
の
生
存
機

会
と
増
殖
の
機
会
を
放
棄
し
て
、
他
の
個
体
の
そ
れ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
利
他
的
行
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
に
長
年
、
進
化
生
物
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
※
３

パ
ラ
ド
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
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利
他
的
行
動
は
、
他
の
個
体
を
助
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
適
応
度
を
下
げ
、
生
存
確
率
を
犠
牲
に
す

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
利
他
的
な
個
体
の
周
囲
に
「
自
分
は
他
者
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
る
が
、
自
分
で
は
他
者

に
何
も
与
え
な
い
」
と
い
う
裏
切
り
者
（
＝
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
）
が
い
た
場
合
、
裏
切
り
者
は
多
く
の
利
益
を

得
る
の
で
そ
の
適
応
度
が
高
ま
る
が
、
利
他
的
な
個
体
は
定
義
上
、
適
応
度
を
下
げ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
体
差

が
あ
る
状
況
で
、
自
然
選
択
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
け
ば
、
利
己
的
な
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

く
が
、
利
他
的
な
個
体
は
淘と

う
た汰

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
、
ヒ
ト
と
い
う
種
は
、
血
縁
関
係
に
な
い
他
者
（
遺
伝
的
関
係
性
を
持
た
な
い
者
）
に

ま
で
、
利
他
的
な
振
る
舞
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
進
化
論
に
お
け
る「
利
他
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」が
成
立
す
る
わ
け
で
す
。
現
在
ま
で
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
謎
を
解
く
、
決
定
的
な
議
論
は
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
の
端
緒
に
は
、
進
化
論
の
端
緒
と
な
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
気
づ
い
て
い
ま

し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
人
間
に
備
わ
っ
た
良
心
や
道
徳
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
自
然
選
択
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
中
か
ら
発
生
し
た
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
「
道
徳
感
情
に
関
す
る
す
べ
て
の
疑
問
の
重
要
な
要
と
な
っ
て
い
る
点
」
と
表
現
し
、
次
の

よ
う
に
問
い
を
立
て
ま
し
た
。

　
　

�　

人
間
は
な
ぜ
、
自
己
保
存
の
強
い
欲
求
に
屈
し
て
仲
間
を
助
け
る
た
め
に
身
を
危
険
に
さ
ら
さ
な
か
っ

た
と
き
、
苦
い
後
悔
の
念
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
、
人
間
は
な
ぜ
、
飢き

餓が

ゆ
え
に
食
物
を
盗
ん

だ
と
き
に
も
後
悔
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

�

（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
人
間
の
由
来
（
上
）』）

　

僕
ら
は
、
人
間
と
そ
れ
以
外
の
動
物
を
分
け
る
基
準
は
、
知
的
能
力
の
差
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
そ
れ
は
程
度
の
差
で
し
か
な
く
、
質
的
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
指
摘
し
、「
道
徳
感
情
は
お
そ
ら
く
、
人
間
と
下
等
動
物
と
を
分
け
る
最
良
で
最
大
の
違
い
で
あ
る
」と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
悔
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
と
合
わ
せ
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
心
理
学
的
な
考
察
で
興
味
深
い
の

は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
「
恥
」
と
い
う
感
情
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
恥
の
感
情
か
ら
赤
面
す
る
の
は
ヒ
ト
だ
け
で
あ
り
、
赤
面
と
い
う
表
現
型
は
あ
る
特
定
の

人
種
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
球
上
あ
ま
ね
く
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
科
学

的
結
論
を
出
す
際
に
慎
重
で
あ
っ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
当
時
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
、
植
民
地
の
行
政
官

や
宣
教
師
た
ち
に
手
紙
を
出
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
地
域
の
民
族
も
恥
ず
か
し
さ
で
顔
を
赤
ら
め
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
羞
恥
ゆ
え
の
赤
面
と
い
う
現
象
が
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
、
文
化

的
に
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
強
い
遺
伝
的
要
素
を
も
ち
、
生
得
的
な
基
礎
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
次
の
よ
う
に
看
破
し
ま
す
。
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�　

赤
面
は
あ
ら
ゆ
る
表
情
中
最
も
特
異
に
し
て
か
つ
最
も
人
間
的
で
あ
る
。
猿
は
激
情
の
た
め
に
赤
く
な

る
が
、
い
か
な
る
動
物
で
も
赤
面
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
に
信
ぜ
し
め
る
に
は
無
数
の

証
拠
を
必
要
と
す
る
。（
…
）我
々
は
皮
膚
を
く
す
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
音お

ん
し
ょ
う笑を
、
打
撃
に
よ
っ
て
泣き
ゅ
う
て
い涕ま

た
は
顰ひ

ん
し
ゅ
く蹙を
、
苦
痛
の
恐
怖
か
ら
戦せ
ん

慄り
つ

を
生
ぜ
し
め
る
な
ど
が
可
能
で
あ
る
が
、（
…
）い
か
な
る
物
理
的

手
段
す
な
わ
ち
１

身
体
に
対
す
る
い
か
な
る
作
用
に
よ
る
も
赤
面
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
人
及
び
動
物
の
表
情
に
つ
い
て
』）

　

後
悔
と
恥
。
あ
る
い
は
、
罪
悪
感
と
恥
。
僕
ら
に
元
々
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
感
情
の
基
礎
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
感
情
は
、
ど
う
い
っ
た
と
き
に
発
動
す
る
で
し
ょ
う
か
？

　

僕
ら
は
、
ど
う
い
っ
た
文
脈
に
お
い
て
、
罪
悪
感
あ
る
い
は
恥
を
感
じ
る
か
？

　

そ
れ
は
、「
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
」
の
場
面
で
す
。

　
「
ル
ー
ル
」
と
は
、「
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
や
「
～
す
べ
き
で
あ
る
」「
～
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
語
尾
を
有
す
る
も
の
の
総
称
で
す
。
少
し
硬
い
表
現
で
い
え
ば
こ
れ
を
規
範
性
と
い
い
ま
す
。
し
か
も
、
ヒ

ト
は
そ
の
規
範
性
を
内
面
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
地
球
上
唯
一
の
種
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
者
や

共
同
体
か
ら
の
強
い
制
裁
が
な
く
と
も
、
僕
ら
は
独
り
で
罪
悪
感
を
感
じ
た
り
、
恥
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が

（
本
来
的
に
は
）可
能
な
種
な
の
で
す
。
例
え
ば
共
同
体
か
ら
追
い
出
す
と
い
う
い
わ
ゆ
る
村む

ら

八は
ち

分ぶ

や
、
生
命
を

奪
う
処
刑
と
い
っ
た
外
か
ら
の
強
い
罰
則
が
な
く
て
も
、
恥
を
感
じ
た
り
、
罪
の
意
識
を
持
つ
と
い
う
よ
う
に
、

２

内
側
か
ら
の
罰
則
が
先
に
機
能
す
れ
ば
、
先
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
問
題
は
あ
る
程
度
抑
制
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
「
や
さ
し
い
人
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
あ
の
と
き
、
や

さ
し
く
で
き
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、

こ
こ
に
は
き
っ
と
規
範
性
が
宿
っ
て
い
ま
す
。「
あ
の
と
き
、
あ
の
人
に
や
さ
し
く
す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
私

は
そ
れ
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
自
責
の
念
に
は
、「
や
さ
し
く
す
べ
き
場
面
だ
っ
た
」
と
い
う
規
範

性
の
認
識
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
自
責
や
後
悔
と
い
う
の
は
、
極
め
て
高
度
な
認
知
的
作
業
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
規
範
性
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
可
能
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
？

　

例
え
ば
、「
あ
の
と
き
、
私
は
Ａ
と
い
う
行
為
を
す
る
べ
き
だ
っ
た
（
あ
る
い
は
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
）」

と
い
う
後
悔
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
も
そ
も
「
す
る
べ
き
だ
っ
た
（
あ
る
い
は
し
て
は
な
ら
な
か
っ

た
）」
と
い
う
規
範
性
の
認
識
と
共
に
、「
Ａ
を
為な

す
こ
と
が
で
き
た
（
あ
る
い
は
Ａ
を
し
な
い
で
い
る
こ
と
も

で
き
た
）」
と
い
う
可
能
だ
っ
た
事
態
に
関
す
る
認
識
が
必
要
で
す
。

　

規
範
性
に
関
す
る
認
識
と
可
能
性
に
関
す
る
認
識
の
両
輪
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
の
が
、
後
悔
と
い
う

振
る
舞
い
で
す
。
こ
の
高
度
な
認
知
的
営
み
に
よ
っ
て
、
僕
ら
は
社
会
か
ら
あ
ま
り
に
逸
脱
し
た
行
為
を
自
ず

か
ら
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、

Ｃ

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

精
神
分
析
を
生
み
出
し
た
フ
ロ
イ
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
、
私
の
中
に
い
て
、
私
（
自
我
）
を
監
視
し
、「
～
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
規
範
性
を
担
当
す
る
高
次
の
私
を
「
超
自
我
」
と
呼
び
ま
し
た
。
超
自
我
は
私
の
中
に
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存
在
し
て
い
て
、「
私
の
あ
る
べ
き
姿
」
す
な
わ
ち
「
理
想
の
私
」
を
指
示
す
る
機
能
の
別
名
で
す
。
先
ほ
ど
の

利
他
に
関
す
る
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
問
題
」
は
、
こ
の
よ
う
な
高
度
に
内
面
化
さ
れ
た
超
自
我
の
機
能
が
関
与

す
る
こ
と
で
一
定
程
度
抑
制
さ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
僕
ら
が
超
自
我
（
内
面
化
さ
れ
た
道
徳
心
、
良

心
）
を
有
し
て
い
る
こ
と
の
※
４

自
然
誌
的
機
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
３

後
悔
と
は
、
誰
か
の
た
め
に
利
他
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
僕
ら
に
備
わ
っ
た
高
貴
な
る
思

い
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
後
悔
と
い
う
正
し
い
生
物
学
的
・
人
間
的
機
能
に
は
思
わ
ぬ
副
産
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

副
産
物
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
自
然
選
択
と
い
う
盲
目
の
設
計
者
が
意
図
し
て
い
な
い
「
バ
グ
」
と
呼
べ
る
も

の
で
す
。
そ
の
「
バ
グ
」
と
は
「
自
由
」
と
い
う
概
念
で
す
。

　

後
悔
に
宿
る
規
範
性
と
可
能
性
は
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、
自
由
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

規
範
性
に
お
い
て
は
、
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
（
ル
ー
ル
）
を
破
る
と
い
う
「
型
破
り
」
と
い
う
自

由
が
あ
り
、
可
能
性
に
お
い
て
は
、「
私
に
は
あ
の
と
き
、
選
択
す
る
、
と
い
う
自
由
が
あ
っ
た
」と
い
う
形
の
、

※
５

遡そ
き
ゅ
う及
的
に
構
成
さ
れ
る
自
由
、
現
在
（
お
よ
び
未
来
）
が
原
因
と
な
っ
て
過
去
に
お
い
て
発
生
す
る
と
い
う

転
倒
し
た
自
由
が
あ
る
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
正
し
く
指
摘
し
た
と
お
り
、
後
悔
や
恥
と
い
う
機
能
が
僕
ら
を
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
本

能
の
ま
ま
行
動
す
る
「
不
自
由
な
」
動
物
、
環
境
に
適
応
進
化
す
る
と
い
う
形
に
よ
っ
て
環
境
に
縛
り
付
け
ら

れ
た
不
自
由
な
動
物
か
ら
、
環
境
を
自
ら
の
手
で
変
化
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
自
由
な
動
物
へ
と
跳
躍
さ
せ
た

の
で
す
。

　

後
悔
に
お
い
て
、
僕
ら
は
人
間
的
な
自
由
を
※
６

恢か
い
ふ
く復
す
る
。

　

後
悔
が
、
あ
の
と
き
私
は
自
由
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
。

　

そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
４

自
由
と
い
う
の
は
過
酷
な
の
で
す
。

�

（
近
内
悠
太
『
利
他
・
ケ
ア
・
傷
の
倫
理
学　
「
私
」
を
生
き
直
す
た
め
の
哲
学
』
に
よ
る
）

※
１　

一
次
近
似
…
…
こ
こ
で
は
「
簡
単
に
言
い
表
す
」
の
意
。

※
２　

自
然
選
択
…
…�

生
物
の
生
存
競
争
に
お
い
て
、
少
し
で
も
有
利
な
形
質
を
も
つ
も
の
が
生
存
し
て
子
孫

を
残
し
、
適
さ
な
い
も
の
は
滅
び
る
こ
と
。

※
３　

パ
ラ
ド
ク
ス
…
…
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
。
逆
説
。

※
４　

自
然
誌
…
…
自
然
界
の
事
物
・
現
象
を
総
合
的
に
記
述
し
た
書
物
。

※
５　

遡
及
…
…
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
。

※
６　

恢
復
…
…
回
復
。
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問
一　

空
欄

Ａ

～

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ａア　

助
け
た
り
、
そ
の
相
手
の
た
め
に
何
か
を
し
た
り
、
何
か
を
与
え
た
り
す
る
こ
と

イ　

自
己
利
益
と
他
者
利
益
の
両
方
を
最
大
化
で
き
る
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と

ウ　

卑
怯
な
行
い
を
せ
ず
、
何
事
に
も
真
面
目
に
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と

エ　

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
が
真
に
相
手
の
た
め
に
な
る
か
を
見
極
め
る
こ
と

オ　

何
か
を
与
え
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
自
分
の
損
益
を
優
先
す
る
こ
と

Ｂア　

引
き
算　
　

イ　

掛
け
算　
　

ウ　

逆
算　
　

エ　

暗
算　
　

オ　

打
算

Ｃア　

執
着
と
反
省　

イ　

反
省
と
忘
却　

ウ　

反
省
と
学
習　

エ　

学
習
と
忘
却　

オ　

執
着
と
学
習

問
二　

傍
線
部
１
「
身
体
に
対
す
る
い
か
な
る
作
用
に
よ
る
も
赤
面
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

恥
に
よ
っ
て
赤
面
で
き
る
唯
一
の
動
物
で
あ
る
人
間
は
、
恥
の
感
情
以
外
の
物
理
的
刺
激
の
影

響
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

赤
面
は
、
人
間
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
他
の
動
物
は
恥
ず
か
し
く
て
も
赤

面
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

恥
以
外
の
感
情
は
身
体
へ
の
物
理
的
接
触
で
引
き
起
こ
せ
る
が
、
恥
は
後
悔
に
よ
っ
て
し
か
引

き
起
こ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　

恥
に
よ
る
赤
面
の
仕
方
は
遺
伝
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

赤
面
を
引
き
起
こ
す
恥
の
感
情
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
た
も
の
で
、
外
か
ら
の
影
響
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
三　

傍
線
部
２
「
内
側
か
ら
の
罰
則
が
先
に
機
能
す
れ
ば
、
先
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
問
題
は
あ
る
程
度
抑

制
で
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の

ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
が
他
者
か
ら
の
制
裁
を
受
け
る
こ
と
で
規
範
性
を
認
識
し
、
罪
悪
感
や
恥
ず

か
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

イ　

人
類
固
有
の
感
情
で
あ
る
恥
の
感
情
を
後
天
的
に
習
得
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
内
面
化
さ
れ

た
規
範
性
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
だ
か
ら
。

ウ　

規
則
は
守
る
べ
き
だ
と
他
者
に
叱
責
さ
れ
る
こ
と
で
、
裏
切
り
者
は
自
ら
の
愚
か
さ
に
気
づ
き
、

再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

エ　

内
面
化
さ
れ
た
規
範
性
が
働
け
ば
、
自
分
だ
け
が
他
者
よ
り
多
く
の
利
益
を
得
て
い
る
と
い
う

状
況
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

オ　

規
則
を
破
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
行
為
だ
と
学
習
す
る
こ
と
で
、
適
応
度
が
高
ま
り
、
他
者
を

裏
切
ろ
う
と
し
な
く
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

問
四　

傍
線
部
３
「
後
悔
と
は
、
誰
か
の
た
め
に
利
他
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
僕
ら
に
備
わ
っ

た
高
貴
な
る
思
い
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次

の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

後
悔
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
理
想
を
追
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
ゆ
え
に
陥
っ
て
し
ま
う
、

高
次
の
認
知
作
業
を
伴
っ
た
負
の
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

後
悔
と
は
、
規
範
性
に
関
す
る
認
識
と
可
能
性
に
関
す
る
認
識
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
特
殊
な
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

後
悔
と
は
、
為
す
べ
き
事
象
と
、
そ
の
事
象
を
為
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う
認
識
の
両

方
を
前
提
に
獲
得
さ
れ
る
特
別
な
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

後
悔
と
は
、
理
想
の
自
分
を
意
味
す
る
超
自
我
を
養
う
こ
と
と
、
利
他
的
行
動
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
初
め
て
獲
得
で
き
る
複
雑
な
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

後
悔
と
は
、
規
範
性
を
内
面
化
し
た
こ
と
で
利
己
的
な
行
動
を
抑
制
で
き
る
、
自
由
を
手
に
し

た
人
間
に
し
か
抱
く
こ
と
の
な
い
固
有
の
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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問
五　

傍
線
部
４
「
自
由
と
い
う
の
は
過
酷
な
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

失
敗
し
、
後
悔
す
る
と
い
う
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
自
由
な
選
択
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
ら
。

イ　

過
去
の
時
点
に
お
い
て
、
他
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
正
し
い
選
択
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
を
、
現
在
に
お
い
て
突
き
つ
け
ら
れ
る
か
ら
。

ウ　

後
悔
の
感
情
に
備
わ
っ
て
い
る
規
範
性
と
可
能
性
に
よ
っ
て
、
過
去
の
出
来
事
を
都
合
の
よ
い

よ
う
に
解
釈
し
直
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

エ　

後
悔
や
恥
の
感
情
に
よ
っ
て
環
境
を
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
能
動
的
な
動
物
と
し
て
の
責

務
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
か
ら
。

オ　

過
去
の
時
点
で
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
に
利
己
的
に
行
動
を
し
た
こ
と
を
、
現
時
点
で
反
省
し
て

も
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
か
ら
。



─ 8 ─

↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
六　

次
の
【
ノ
ー
ト
】
は
、
Ａ
君
が
二
重
傍
線
部
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
を
理
解
す
る
た
め
に
「
パ
ラ
ド

ク
ス
」（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。（
１
）～（
３
）
の
各
問
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え

な
さ
い
。

【
ノ
ー
ト
】

　
　
　
　
　
　
　
　

 
［
Ⅰ
］
一
見
正
し
く
思
わ
れ
る
前
提
や
論
理
か
ら
、
相
反
す
る
結
論
に
行
き
つ
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　

 

［
Ⅱ
］
一
見
道
理
に
反
す
る
前
提
や
論
理
か
ら
、
一
面
に
お
い
て
正
し
い
結
論
を
導
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
見
し
て
導
き
出
し
た
結
論
と
反
対
の
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
！

　
［
Ⅰ
］〈
例
〉「
噓
つ
き
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」

　

〈
発
言
〉

私
は
嘘
つ
き
だ
。

〈
私
〉

　
　
　

一
見
す
る
と
論
理
上
問
題
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

実
際
に
は
論
理
に
問
題
あ
り
！
（
＝
矛
盾
！
）

　
　
［
パ
タ
ー
ン
１
］

　
　

・【〈
発
言
〉
の
内
容
が
本
当
で
あ
る
場
合
】
＝〈
私
〉
は
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

→
〈
発
言
〉
の
内
容
が
嘘
（「
私
は
嘘
つ
き
で
な
い
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
［
パ
タ
ー
ン
２
］

　
　

・【〈
発
言
〉
の
内
容
が
嘘
で
あ
る
場
合
】　

＝〈
私
〉
は
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　
　
　

→
〈
発
言
〉
の
内
容
が
本
当
（「
私
は
嘘
つ
き
だ
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
［
Ⅱ
］〈
例
〉「
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
自
分
が
ど
れ
だ
け
無
知
で
あ
る
か
思
い
知
ら
さ
れ
る
」

　
　
　
「
一
見
す
る
と
道
理
に
反
す
る
」…
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
「
無
知
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
は
ず
。

　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
「
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
論
理
的
に
正
し
い
」…�

学
ば
な
い
と
自
ら
が
無
知
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ず
、

学
ぶ
こ
と
で
自
分
が
無
知
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
。

パ
ラ
ド
ク
ス

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

（
逆
説
）

論
理
が
破は

綻た
ん

！

（
＝
矛
盾
）
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（
１
）　
【
ノ
ー
ト
】の
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　
［
Ⅰ
］〈
例
〉
の
「
嘘
つ
き
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
で
は
、〈
発
言
〉
の
真
偽
を
問
わ
ず
話
の
つ
じ
つ

ま
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

イ　
［
Ⅰ
］〈
例
〉
に
お
い
て
、
発
言
内
容
が
「
嘘
」
と
判
断
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
聞
き
手
の
解
釈

の
仕
方
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

ウ　
［
Ⅱ
］〈
例
〉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
道
理
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
は
、
熟
考
す
る
と
正
し
い

考
え
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

エ　
［
Ⅰ
］〈
例
〉
の
「
私
は
嘘
つ
き
だ
」
を
「
私
は
正
直
者
だ
」
に
変
更
し
て
も
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」

を
は
ら
ん
だ
表
現
に
な
る
。

オ　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
は
、［
Ⅰ
］
の
状
態
と
［
Ⅱ
］
の
状
態
が
同
時
に
発
生
し
て
し
ま
う
と
い
う
矛

盾
し
た
論
理
現
象
の
こ
と
だ
。

（
２
）　
「
パ
ラ
ド
ク
ス
」（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
の
具
体
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

負
け
る
が
勝
ち　
　

イ　

犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る　
　

ウ　

か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ

エ　

急
が
ば
回
れ　
　
　

オ　

攻
撃
は
最
大
の
防
御
な
り

（
３
）　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
に
つ
い
て
、
本
文
や
【
ノ
ー
ト
】
を
踏
ま
え
て
Ａ
君
が
導
き
出
し
た
内

容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
は
、
本
来
利
己
的
な
人
間
の
方
が
世
の
中
に
必
要
な
存
在
で
あ
る

は
ず
な
の
に
、
救
わ
れ
る
べ
き
利
他
的
な
人
間
が
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
の
こ
と
で
あ
り
、

【
ノ
ー
ト
】
に
お
け
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
意
味
の
［
Ⅰ
］
に
該
当
す
る
。

イ　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
は
、
人
間
は
誰
し
も
が
利
己
的
な
裏
切
り
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

同
時
に
家
族
で
も
な
い
他
人
に
優
し
く
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
現
象
の
こ
と
で

あ
り
、【
ノ
ー
ト
】
に
お
け
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
意
味
の
［
Ⅱ
］
に
該
当
す
る
。

ウ　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
は
、
利
他
的
な
人
物
は
本
来
、
利
己
的
な
人
間
の
存
在
に
よ
っ
て

駆
逐
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
利
他
的
な
人
間
が
増
え
続
け
る
現
象
の
こ
と
で
あ
り
、【
ノ
ー
ト
】

に
お
け
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
意
味
の
［
Ⅰ
］
に
該
当
す
る
。

エ　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
は
、
人
間
は
一
見
す
る
と
利
己
的
な
動
物
に
見
え
る
の
に
、
実
際

は
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
利
他
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
現
象
の
こ
と
で

あ
り
、【
ノ
ー
ト
】
に
お
け
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
意
味
の
［
Ⅱ
］
に
該
当
す
る
。

オ　
「
利
他
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
は
、
理
論
上
は
利
己
的
な
人
間
が
増
え
、
利
他
的
な
人
間
が
絶
滅

し
て
い
く
は
ず
な
の
に
世
間
に
利
他
的
な
人
間
が
存
在
す
る
現
象
の
こ
と
で
あ
り
、【
ノ
ー
ト
】

に
お
け
る
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
意
味
の
［
Ⅰ
］
と
も
［
Ⅱ
］
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
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↑
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↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
者
の
ト
ッ
ド
・
ロ
ー
ズ
と
オ
ギ
・
オ
ー
ガ
ス
は
、
通
常
想
定
さ
れ
る
成
功
の
レ
ー
ル
、
定
石
的
な

キ
ャ
リ
ア
、
大
半
の
人
が
信
じ
る
道
を
外
れ
、
回
り
道
や
型
破
り
に
見
え
る
よ
う
な
独
特
な
道
行
き
を
選
ん
で

き
た
人
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
も
、
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

例
①　

�

15
歳
で
高
校
を
中
退
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
ジ
ェ
ニ
ー
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク

は
独
学
で
天
文
学
を
習
得
、
新
惑
星
を
発
見
し
た
。

例
②　

�

ア
ラ
ン
・
ル
ー
ロ
ー
は
、
大
学
の
学
費
の
た
め
に
始
め
た
バ
ー
テ
ン
か
ら
多
数
事
業
を
展
開
す
る
事

業
家
と
な
り
、
大
学
を
辞
め
、
さ
ら
に
は
偶
然
と
り
か
か
っ
た
服
飾
の
仕
事
で
大
成
功
を
収
め
た
。

　

ち
ょ
っ
と
戸
惑
わ
せ
る
ほ
ど
定
石
を
外
れ
た
事
例
を
二
つ
並
べ
ま
し
た
が
、
他
人
が
作
っ
た
言
葉
や
他
人
が

決
め
た
選
択
肢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
１

自
分
の
衝
動
に
気
づ
き
育
て
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
確
か
に
参
考
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ロ
ー
ズ
と
オ
ー
ガ
ス
は
、
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
２“m
icro- 

m
otives”

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
る
こ
と
が
大
切
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
書
籍
で
は
「
小
さ
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
言
葉
遣
い
と
の
間
で
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
本
書
で

は
「
偏
愛
」
と
訳
し
て
お
き
ま
す
。
偏
愛
こ
そ
が
、
衝
動
（
深
い
欲
望
）
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
や
る
気
」「
意
欲
」「
競
争
心
」「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を
聞
く
と
、
ど
う

に
も
抽
象
的
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
や
る
気
ゲ
ー
ジ
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
低

い
と
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
し
、
家
事
や
恋
愛
も
面
倒
だ
、
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
。
こ
う
い
う
欲
望
の
捉
え
方

は
、
や
る
気
ゲ
ー
ジ
が
今
ど
れ
く
ら
い
か
を
問
題
に
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
刺
激
の
強
弱
だ
け
に
注

目
し
て
い
る
「
強
い
欲
望
」
の
発
想
で
す
。

　
「
身
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
美
術
館
に
行
く
こ
と
が
好
き
」と
い
う
よ
う
に
、
な
だ
ら
か
に
好
き
な
も
の
を
並

べ
る
語
り
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
言
葉
に
も
３

同
じ
考
え
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
性
質
が
違
う
か

も
し
れ
な
い
二
つ
の
「
好
き
」
が
並
列
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
人
の
意
欲
が
向
い
て
い
る
対
象
だ
け
が
話

題
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
好
き
に
質
的
な
違
い
が
な
い
と
い
う
発
想
で
す
。
し
か
し
「
偏
愛
」
の
視
点
は
、

「
好
き
」の
細
か
な
※
１

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
違
い
、
質
的
な
違
い
に
注
意
を
向
け
ま
す
。
偏
愛
は
、
フ
ラ
ッ
ト
に

並
べ
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

ロ
ー
ズ
と
オ
ー
ガ
ス
は
、
こ
う
し
た
抽
象
的
で

１

な
意
欲
や
選
好
の
捉
え
方
を
批
判
し
、
強
さ
と

は
違
う
水
準
で
欲
望
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
二
人
が
価
値
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
他
人
に
移
し
替

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
「
個
人
的
」
で
あ
り
、
文
脈
や
対
象
を
変
え
る
と
成
立
し
な
い
く
ら
い
「
細
分
化
さ
れ
た
」

欲
望
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

欲
望
の
「
深
さ
」
と
は
、
そ
の
実
、
欲
望
の
「
個
人
性
」
や
「
細
か
さ
」
の
こ
と
だ
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
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い
で
す
。
偏
愛
は
、「
料
理
が
好
き
」「
野
球
が
好
き
」
な
ど
と
い
っ
た
雑
な
一
般
論
よ
り
も
は
る
か
に
細
か
く

特
定
化
さ
れ
た
も
の
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ロ
ー
ズ
と
オ
ー
ガ
ス
が
偏
愛
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
も
、〈
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
引
き
出
し
の
中
を
整
理

す
る
〉〈
道
具
を
使
い
分
け
て
木
材
の
あ
ら
ゆ
る
凹
凸
が
な
く
な
る
く
ら
い
完
全
な
球
へ
と
磨
き
上
げ
る
〉

〈
様
々
な
野
鳥
を
見
分
け
る
〉な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
で
特
定
の
好
み
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。
欲
望
や
意
欲
を
抽

象
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
特
定
の
偏
っ
た
仕
方
で
し
か
発
現
を
許
さ
な
い
「
偏
愛
」
と
し

て
捉
え
る
よ
う
に
と
二
人
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ロ
ー
ズ
と
オ
ー
ガ
ス
が
挙
げ
て
い
る
偏
愛
の
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
生
物
を
見
分
け
て
分
類

す
る
の
が
好
き
だ
と
考
え
、
当
初
は
生
物
学
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
、
ア
ル
バ
ロ
・
ジ
ャ
マ
リ
ロ

と
い
う
人
物
。

　

彼
は
大
学
院
の
指
導
教
員
か
ら
助
言
を
受
け
、
ハ
キ
リ
ア
リ
を
研
究
対
象
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
研
究
の

た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
南
米
に
行
っ
た
折
、
実
際
に
は
ア
リ
よ
り
も
鳥
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
は
「
同
じ
生
物
で
も
よ
く
移
動
し
、
色
彩
豊
か
で
、
見
つ
け
に
く
い
も
の
に
惹

か
れ
」
て
い
た
の
で
す
。

　

自
分
の
特
殊
な
好
み
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
色
彩
豊
か
な
動
く
鳥
た
ち
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
楽
し
み
を
感

じ
て
い
る
自
分
を
自
覚
し
た
ジ
ャ
マ
リ
ロ
は
、
大
学
院
を
辞
し
て
野
鳥
観
察
を
ベ
ー
ス
に
し
た
生
活
へ
と
移
行

す
る
決
断
を
し
ま
す
。
顧
客
と
鳥
に
つ
い
て
語
り
合
い
な
が
ら
、
野
鳥
を
観
察
す
る
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
ア
ル

バ
ロ
ズ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
社
を
設
立
し
た
の
で
す
。

　

ジ
ャ
マ
リ
ロ
は
、〈
ハ
キ
リ
ア
リ
を
見
る
べ
き
な
の
に
、
目
が
野
鳥
を
追
い
か
け
て
し
ま
う
〉と
い
う
偏
愛
の

経
験
を
適
切
に
解
釈
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
抱
え
て
い
る
衝
動
を
認
識
し
ま
し
た
。
色
彩
豊
か
な
野
鳥
を
実

際
の
生
息
地
で
見
つ
け
て
観
察
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
衝
動
で
す
。
特
定

化
さ
れ
た

２

な
好
み
（
＝
偏
愛
）
を
適
切
に
読
み
解
い
た
結
果
、
生
物
学
者
に
な
る
と
い
う
道
を 

諦あ
き
らめ
、
こ
れ
ま
で
予
想
も
し
な
い
、
し
か
し
自
分
に
一
層
フ
ィ
ッ
ト
し
た
※
２

キ
ャ
リ
ア
を
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

以
上
か
ら
、
偏
愛
と
衝
動
の
ど
ん
な
関
係
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。

Ｘ

衝
動
と
は
、
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
偏
愛
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
衝
動
が
必
ず
偏
愛
の
形
を
と
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
衝
動
が
抑
圧
さ
れ
て
、
具
体
的
な
活
動
の

形
へ
と
変
換
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
り
、
※
３

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
事
態
を
容
易
に
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
衝
動
の
捉
え
が
た
さ
は
、
そ
れ
が
直
接
把
握
で
き
る
も
の
で
な
く
、
適
切

な
解
釈
に
よ
っ
て
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
、
そ
し
て
、
具
体
的
な
形
を
と
ら
ず
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
状
態
の

ま
ま
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
要
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

偏
愛
は
、
具
体
的
な
活
動
を
出
口
と
し
て
見
つ
け
た
衝
動
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
衝
動
は
出
口
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
複
数
の
適
応
先
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。「
偏
愛
」と
い
う
言
葉
を
、
個

人
の
具
体
的
な
「
好
き
」
を
指
す
た
め
に
と
っ
て
お
く
代
わ
り
に
、「
衝
動
」
と
い
う
言
葉
を
、
色
々
な
適
応
先
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

を
見
つ
け
る
前
の
潜
在
的
な
状
態
を
指
す
た
め
に
使
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。「
４

偏
愛
が
衝
動
の
一
表
現

で
あ
り
、
衝
動
は
一
般
化
さ
れ
た
偏
愛
で
あ
る
」
な
ど
と
言
え
る
の
は
、
両
者
が
こ
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
ら

で
す
。

　

偏
愛
す
る
活
動
、
例
え
ば「
野
鳥
観
察
」に
取
り
組
む
と
き
、
そ
の
人
は
一
体
何
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
野
鳥
観
察
に
お
い
て
何
に
享き

ょ
う
ら
く楽を
感
じ
て
い
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
相
当
違
う
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、

ロ
ー
ズ
と
オ
ー
ガ
ス
の
本
で
は
、「
野
鳥
観
察
」と
い
う
一
見
す
る
と
同
じ
楽
し
み
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
二
人
の
人
物

─
そ
の
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
、
先
に
見
た
ア
ル
バ
ロ
・
ジ
ャ
マ
リ
ロ
で
す

─
が
、
実
際

に
は
、
全
く
違
う
も
の
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
ッ
ド
・
フ
ロ
イ
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
野
鳥
観
察
協
会
の
機
関
誌
で
編
集
長
を
務
め
て
い
た
ほ
ど
の
野
鳥
愛
好

家
で
す
。
た
だ
し
、
鳥
の
生
態
を
「
眼
」
で
楽
し
ん
で
い
た
ジ
ャ
マ
リ
ロ
と
違
っ
て
、
フ
ロ
イ
ド
の
楽
し
み
は
、

「
耳
」
で
野
鳥
を
識
別
し
、
味
わ
う
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

フ
ロ
イ
ド
の
野
鳥
観
察
は
、
動
き
や
色
彩
を
楽
し
む
ジ
ャ
マ
リ
ロ
の
楽
し
み
方
と
は
ま
る
で
違
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
同
じ
野
鳥
観
察
の
愛
好
家
で
も
全
く
異
な
る
「
偏
愛
」
を
抱
い
て
い
る
の
で
す
。
一
見
似
た
も
の
に

惹
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
根
本
的
に
異
な
る
偏
愛
を
生
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
単

に
自
分
の
特
殊
な
好
み
に
気
づ
く
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

　

何
か
を
言
語
化
す
る
と
は「
細
か
く
」「
詳
し
く
」語
る
こ
と
で
す
。「
鳥
が
好
き
」「
野
鳥
観
察
が
好
き
」「
鳥

を
識
別
す
る
の
が
好
き
」
と
い
っ
た
理
解
は
、
５

ま
だ
ま
だ
解
像
度
が
低
い
。
も
っ
と
細
か
く
、
詳
し
く
語
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
偏
愛
の
延
長
に
想
定
さ
れ
る
衝
動
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。

　

偏
愛
や
衝
動
を
掘
り
下
げ
る
上
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
に
は
注
意
す
べ
き
だ
と
い
う
点
も
注
意
を
促う

な
がさ
せ
て
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
は
普
段
か
ら
自
分
の
好
み
や
行
動
を
不
特
定
多
数
の
人
々
に
シ
ェ
ア
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

で
話
題
に
な
る
の
は
、
基
本
的
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
意
外
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
共
感
可
能
で
理
解
し
や
す
い
事

柄
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
安
易
な
※
４

ラ
ベ
リ
ン
グ
、
決
め
つ
け
、
勝
手
な
判
断
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
世
間

に
ウ
ケ
る
か
ど
う
か
で
偏
愛
の
語
り
方
を
決
め
て
い
て
は
、
偏
愛
を
ち
ゃ
ん
と
掘
り
下
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト
上
で
突
飛
な
語
り
が
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
し
、
バ
ズ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投

稿
の
中
に
は
偏
愛
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
偏
愛
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
シ
ェ
ア
し
た
っ

て
構
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
偏
愛
に
関
す
る
投
稿
で
バ
ズ
っ
て
い
る
の
は
、
面
白
お
か
し
く
書
か
れ
て
い
て
、

い
か
に
も
世
間
ウ
ケ
す
る
偏
愛
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
感
を
呼
ば
な
い
偏
愛
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
あ
り
き
」で
偏
愛
を
掘
り
下
げ
て
し
ま
っ
て
は
、
自
分
の
欲
望
を
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
他
人
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
に
偏
愛
を
解
釈
す

る
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い
は
ず
で
す
。

　

偏
愛
の
よ
う
な
特
定
化
さ
れ
た
欲
望
は
、
大
抵
、
不
特
定
多
数
の
他
人
に
シ
ェ
ア
し
て
共
感
を
誘さ

そ

え
る
類
の

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
偏
愛
が
見
つ
か
る
の
は
、
思
わ
ず
や
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
う
す
る
つ
も
り
で
な
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か
っ
た
の
に
い
つ
の
ま
に
か
習
慣
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
な
些
細
な
日
常
の
行
動
の
中
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
、
お
よ
そ
バ
ズ
と
も
共
感
と
も
無
関
係
。
だ
と
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
そ
う
考
え
た
方
が
偏
愛
の
言
語
化
に

と
っ
て
は
よ
い
と
言
え
ま
す
。

　

偏
愛
は
あ
ま
り
に
個
人
的
な
の
で
、
簡
単
に
は
他
人
の
興
味
を
誘
え
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
衝
動
を

解
き
ほ
ぐ
す
に
は
、
他
の
人
に
共
有
し
づ
ら
く
、
バ
ズ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
注
目
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
６

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
逆
方
向
へ
私
た
ち
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

�

（
谷
川
嘉
浩
『
人
生
の
レ
ー
ル
を
外
れ
る
衝
動
の
み
つ
け
か
た
』
に
よ
る
）

※
１　

コ
ン
テ
ク
ス
ト
…
…
脈
絡
。
文
章
の
中
で
の
言
葉
や
意
味
の
つ
な
が
り
具
合
。

※
２　

キ
ャ
リ
ア
…
…
経
歴
。

※
３　

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
…
…
不
平
不
満
。

※
４　

ラ
ベ
リ
ン
グ
…
…
一
方
的
に
評
価
を
つ
け
る
こ
と
。

問
一　

傍
線
部
１
「
自
分
の
衝
動
に
気
づ
き
育
て
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
「
自
分
の
衝
動
に
気
づ
き
育
て
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
数
々
の
衝
動
が
、
人
生
を
変
え
る
ほ
ど
の
重
大
な
こ
と
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
く
と
い
う
過
程
。

イ　

貧
困
に
あ
え
い
で
い
る
人
が
、
さ
さ
い
な
衝
動
を
き
っ
か
け
に
独
学
で
勉
強
し
始
め
、
周
囲
か

ら
認
め
ら
れ
る
成
果
を
残
し
て
裕
福
に
な
っ
て
い
く
過
程
。

ウ　

幼
少
期
か
ら
興
味
が
あ
る
分
野
で
専
門
的
な
学
位
を
取
得
し
、
有
名
大
学
で
博
士
課
程
修
了
後

に
研
究
機
関
へ
就
職
し
、
終
身
制
の
役
職
に
落
ち
着
い
て
い
く
過
程
。

エ　

き
っ
か
け
と
な
る
出
来
事
を
通
し
て
、
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
事
柄
に
強
い
興
味
関
心
を
示
し
、

自
己
に
内
在
し
て
い
る
衝
動
を
行
動
に
移
す
過
程
。

オ　

ど
ん
な
人
間
で
あ
れ
、
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
る
こ
と
で
行
動
的
に
な
り
、
思
い
も
よ
ら
な
い

プ
ラ
ス
の
結
果
を
出
し
て
い
く
と
い
う
過
程
。

問
二　

傍
線
部
２
「“m

icro- m
otives”

」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
考
え
る“m

icro- m
otives”

の
説
明
と
し 

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

周
囲
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
努
力
し
て
積
み
重
ね
て
き
た
経
歴
。

イ　

他
者
と
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
の
特
殊
な
好
み
。

ウ　
「
競
争
心
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
主
体
的
な
行
動
を
う
な
が
す
欲
望
。

エ　

自
分
の
性
格
に
合
致
し
た
最
適
な
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
行
動
。

オ　

仕
事
に
つ
な
げ
る
た
め
に
見
つ
け
出
し
た
個
人
的
な
こ
だ
わ
り
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
三　

傍
線
部
３
「
同
じ
考
え
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
す
か
。
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

個
人
的
な
欲
求
の
強
弱
に
従
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
考
え
方
。

イ　

意
欲
の
強
弱
で
複
雑
な
問
題
を
と
ら
え
る
と
い
う
考
え
方
。

ウ　

感
情
の
動
き
を
無
視
し
て
物
事
を
把
握
す
る
と
い
う
考
え
方
。

エ　

輪
郭
の
ぼ
や
け
た
抽
象
的
な
言
語
を
使
用
す
る
と
い
う
考
え
方
。

オ　

欲
望
を
刺
激
の
強
弱
だ
け
で
判
断
す
る
と
い
う
考
え
方
。

問
四　

空
欄

１

・

２

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

個
人
的　
　

イ　

一
元
的　
　

ウ　

定
石
的　
　

エ　

肯
定
的　
　

オ　

常
習
的

問
五　

空
欄

Ｘ

に
は
次
の
１
～
４
の
文
が
入
り
ま
す
。
順
番
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の

ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
偏
愛
は
、
衝
動
が
具
体
的
な
活
動
の
形
を
と
っ
た
と
き
の
意
欲
に
つ

け
ら
れ
た
名
前
だ
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

２　

つ
ま
り
、
特
殊
で
細
か
な
個
人
的
欲
望
で
あ
る
「
偏
愛
」
を
ほ
ど
ほ
ど
に
一
般
化
す
れ
ば
、
自

分
の
「
衝
動
」
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

３　

こ
れ
ま
で
の
衝
動
の
知
見
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
見
え
に
く
い
衝
動
と
具
体
的
な
偏
愛
は
ど
こ

か
で
通
底
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
ま
で
は
明
言
で
き
ま
す
。

４　

そ
う
す
る
と
、
衝
動
は
、
偏
愛
を
丁
寧
に
解
釈
す
る
こ
と
で
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア　

１ 

↓ 

４ 

↓ 

３ 

↓ 

２

イ　

３ 

↓ 

４ 

↓ 

２ 

↓ 

１

ウ　

３ 

↓ 

１ 

↓ 

４ 

↓ 

２

エ　

１ 

↓ 

２ 

↓ 

３ 

↓ 

４

オ　

１ 

↓ 

３ 

↓ 

４ 

↓ 

２
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問
六　

傍
線
部
４
「
偏
愛
が
衝
動
の
一
表
現
で
あ
り
、
衝
動
は
一
般
化
さ
れ
た
偏
愛
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

偏
愛
を
解
釈
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
衝
動
の
出
口
の
多
様
性
が
認
識
で
き
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
。

イ　

個
人
の
好
み
を
衝
動
と
言
い
表
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
衝
動
の
出
口
は
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。

ウ　

偏
愛
し
て
い
る
活
動
を
解
釈
し
、
一
般
化
さ
れ
た
言
葉
で
言
い
換
え
る
こ
と
で
衝
動
を
見
つ
け

て
い
く
と
い
う
こ
と
。

エ　

偏
愛
を
一
般
化
し
た
も
の
が
衝
動
で
あ
り
、
衝
動
を
具
体
化
し
た
も
の
が
偏
愛
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。

オ　

偏
愛
は
解
釈
し
て
い
く
と
衝
動
に
つ
な
が
る
が
、
衝
動
が
偏
愛
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
と

い
う
こ
と
。

問
七　

傍
線
部
５
「
ま
だ
ま
だ
解
像
度
が
低
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
分
が
何
を
楽
し
ん
で
い
る
か
を
詳
細
に
言
語
化
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
個
人
的
な
好
み
に

気
づ
い
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

同
じ
好
み
を
持
つ
他
者
と
の
共
感
を
通
し
て
偏
愛
を
詳
細
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
他
者

と
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

偏
愛
し
て
い
る
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雑
な
言
語
化
に
よ
っ
て
自
分
の
衝

動
を
言
い
あ
て
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　
「
好
き
」と
い
う
広
義
に
解
釈
で
き
る
言
葉
を
使
う
必
要
が
あ
る
の
に
、
興
味
を
強
く
持
っ
て
い

る
こ
と
を
主
張
す
る
言
葉
選
び
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

雑
な
一
般
論
で
は
「
聞
く
」
や
「
見
る
」
な
ど
の
質
の
違
い
に
気
づ
か
な
い
の
に
、
抽
象
的
な

事
柄
を
偏
愛
と
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
八　

傍
線
部
６
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
逆
方
向
へ
私
た
ち
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

特
殊
な
偏
愛
が
「
バ
ズ
る
」
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
他
者
に
知
ら
せ
る
必
要
が
な
い
こ

と
で
あ
っ
て
も
暴
露
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

イ　

個
別
性
と
は
対
極
に
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
自
分
が
発
信
し
た
い
内
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
の
で

は
な
く
、
誰
も
が
共
感
で
き
る
よ
う
な
脚
色
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

話
題
性
や
意
外
性
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
バ
ズ
る
」
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
者
が
理
解
で
き

な
い
ほ
ど
に
ゆ
が
め
た
偏
愛
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

共
感
性
の
高
い
話
題
が
「
ウ
ケ
る
」
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
他
者
を
意
識
し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
、

自
己
の
欲
望
を
深
く
掘
り
下
げ
る
営
み
を
難
し
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

オ　

他
者
か
ら
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
目
的
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
、
他
者
と
分
か
り
合
え
な
い
自
分

の
個
性
を
ど
う
消
し
て
い
く
か
を
常
に
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
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